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中山間地域農業集落振興のための課題

－アンケート調査による規型別集落分析を中心に一
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1　は　じ　め　に

秋田県の約6割の市町村は中山間地域に位置する。この

地域では，担い手の減少・高齢化が深刻化しているため地

域・農業振興は重要な課題となっている。本報告では，農

業生産活動を含む集落機能全般の実態と集落が直面してい

る問題点を明らかにし，中山間地域・農業振興に役立てる。

2　調　査　方　法

県内全市町村の農林課等に対するアンケート調査を行い，

全集落（2，565集落）の「将来の戸数増減」の動向等を把

握した。

次に，農業生産関係の21指標を用いて全集落の主成分分

析を行ない，「農業振興度」を示した第一主成分と，過疎

化を表す65歳以上「高齢者のみの農家世帯割合（以下「高

齢者世帯割合」）」の2指標を用いて全集落を4類型に区分

した（図）。Ⅰ：「農業振興皮」が低く，「高齢者世帯割合」

が高い集落，Ⅱ：「農業振興度」「高齢者世帯割合」がと

もに低い集落，Ⅲ：「農業振興度」「高齢者世帯割合」が

ともに高い集落，Ⅳ：「農業振興度」が高く，「高齢者世

帯割合」が低い集落に大別した。
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図　県内全集落の顎型区分

中山間地域の課題を抽出するため，Ⅰ類型から中山間の

集落を50，Ⅱ類型から22．m規型から22，Ⅳ規型から平地

地域を多く含む34の計128集落を選定した。それら税型別

集落の農業生産の特徴をセンサス指標により把握した。

選定集落の代表者に対し①集落戸数の変化，②屋外就労

の場，③農業生産活動，④集落組織，⑤集落での問題点に

ついてアンケート調査を実施した。

本報告では，中山間地域のⅠ頸型集落（以下「Ⅰ類型」）

と．それに対照的な平地を多く含むⅣ規型集落（以下「Ⅳ

類型」）について考察する。

3　調査結果及び考察

（1）全市町村農林課等に対する全集落アンケート調査

農業地域別に集落の「将来の戸数増減」の動向をみると，

「集落は消滅しないが，戸数減少が続く」と予測される集

落は山間地域の約6割，中間地域の約4割にみられる。「10

年後以降消滅する可能性」がある集落は．中山間地域で13

集落みられる。集落を維持し，集落活動を展開していくた

めには，ある程度の戸数・人の存在が不可欠である。今後

も戸数減少が予測される中山間地域では，早急な地域・農

業振興策を講ずる必要がある。

12）代表集落のセンサス指標による農業生産の特徴

Ⅰ類型では，経営耕地面積規模は小さい。兼業化・混住

化も進行しており，農業労働力の減少・高齢化も著しく，

農産物販売額も低い。これに対し．Ⅳ類型では面積規模が

大きい。比較的若い農業労働力を保有しており．振合経営

農家率が高く，農産物販売額も大きい傾向がみられる。

（3）代表集落に対するアンケート調査

1）集落戸数の変化

Ⅰ頸型では，農家・非農家とも「高齢者のみの世帯割合」

が高い集落が多く，将来の担い手となるべき「小学生がい

ない・少ない」集落も多い。20年間の集落戸数の変化をみ

ると，Ⅳ類型では「減少戸数がない」集落が多い。Ⅰ類型

では「10戸以上減少した」集落が20％にも及ぶ。その理由

は「高齢単身世帯主の集落外の子供との同居」が46％と最

も多く，次に転勤や就業の場を求めた「仕事による転出」

が44％と続く。病院・買い物や交通機関等に恵まれていな

いため「生活条件が不便による転出」も42％に達している。

戸数減少を抑えるためには，担い手となる人の流出を防ぐ

ことが不可欠であり，仕事の確保・生活条件の改善が重要
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となる。

2）屋外就労の場

通勤可能な範囲を10km以内とすると，Ⅰ・Ⅳ類型ともほ

とんどの集落に何らかの就業の場がみられる。しかし．Ⅰ

頼型では気象・耕地条件の悪さ等から農業所得が低い傾向

にある。農外就労の場でも職種が限定的で，就労形態・機

会の少なさが，人口流出や集落活動の担い手不足を招いて

いる。農地を管理し，集落を維持する担い手の流出を防ぐ

ためには，兼業化による農業生産の衰退という側面も生ず

るが，当面は集落から通える農外就労の場が必要である。

3）農業生産活動

Ⅳ頬型では全集落が稲以外の販売作物に取り組んでおり，

65歳未満男性を中心に施設・露地野菜の複合部門を強化し

ている集落（施設65％・露地68％）が多い。Ⅰ頬型でも約

6割の集落が稲以外の販売作物に取り組んでいるが，高齢

者が中心である。しかし，菌茸・山菜芙削こ取り組み，今後

等入農家の増加が期待される集落も6％みられる。Ⅰ類型

では地域資源を活かした生産・加工等の特産物振興により

複合経営の強化を図り，農業所得を高めることが重要であ

る。

水田耕作放棄地はⅠ類型に多くみられる。放棄理由は

「道路の不備」「区画の狭小」等不利な圃場条件もあるが，

「収益性の悪化」「頼む人がいない」等経営的要因がより大

きい。Ⅰ類型では，水稲の作業受託も「将来のみならず，

現在も受け手が見込めない」集落が多く，整備されていな

い水田もみられる。そのため．半数以上の集落は「今後も

排作放棄が増加する」と予測している。これらの進行を少

しでもくい止めるためには，作業受託の担い手・組織育成

や土地基盤整備，労働手段に対する助成等も必要となろう。

4）集落組織

Ⅰ類型では，「集落で行うむら仕事」や「部落会」「女性・

高齢者の集まり」等の活動のない集落が若干見られる。こ

れらのことから，既に自治機能が低下している集落がある

と推測され，「高齢者世帯」を補完するむら仕事や自治会

等の活性化も集落維持のためには重要となる。

5）集落での問題点

「集落での問題点」は①集落の担い手，②農林業生産，

③農外就労，④生活環境に大別でき，両類型とも①と②に

関する問題が多くみられる（表）。①では，Ⅰ類型は「若

者の流出・結婚難」が最大の問題となっている。若者を定

着させるために．員外就労の場や生活環境の改善を望む声

も大きい。これに対し，Ⅳ類型では「人口・戸数の減少」

を取り上げる集落が多いが，「若者の流出・結婚難」はⅠ

類型はど問題にはなっていない。しかし，兼業化等によっ

て「集落活動が困難」な集落が多く，農家間の交流が少な

く，連帯感の喪失もみられる。②では，Ⅰ類型は圃場条件

表　集落を維持する上で問題になっていること
単位二％，（集落数）

問 題 と な って い る こ と

類 型 区 分

Ⅰ　　　 Ⅳ

十 人 口 ・戸 数 の 減 少 2 4 ．0　　 2 6 ．5

集 担 若 者 の 流 出 ・結 婚 難 46 ．0　 17 ．6
落 い 人 口 の 高 齢 化 26 ．0　 14 ．7

の 手
関
係

少 子 化 ・子 供 の 減 少 6 ．0　 1 1 ．8
集 落 活 動 が 困 難 18 ．0　　 4 7 ．1
計 10 2 ．0　 1 17 ．6

（診 農 生 農 業 の担 い手 ・後 継 者 不 足 3 0 ．0　　 3 2 ．4

農 林 産 受 委 託 等 生 産 組 織 関 係 6 ．0　　 2 0 ．6
林
業
生
産

業 関
係

農 林 生 産 の 先 行 不 安

計
16 ．0　　 4 4 ．1

5 2 ．0　　 9 7 ．1

農 維 農 地 の 荒 廃 と農 地 管 理 2 0 ．0　　　 5 ．9

関 林 持 農 地 の 基 盤 整 備 3 8 ．0　 1 4 ．7
係 地 ・ 用 排 水 路 の 管 理 6 ．0　　　 2 ．9

の 保
全

林 地 の 整 備

計

2 ．0　　　 0 ．0

6 6 ．0　　 23 ．5

計 1 18 ．0　 1 20 ．6
③　 農　 外　 就　 労 2 4 ．0　　　 0 ．0
④　 生　 活　 環　 境 4 8 ．0　　 23 ．5

そ　　 の　　 他 4 ．0　　　 2 ．9
集　　 落　　 数 10 0 （50 ） 10 0 （3 4 ）

注．1）集落代表者に対するアンケート調査による。
2）複数回答。問題なし・未回答を除く。

の悪さから「農地の基盤整備」が点も多く，次いで「農業

の担い手不足」と続く。進行しつつある農地の荒廃に対し，

農業生産の担い手が効率良く作業を遂行するための基盤整

備が要求されている。Ⅳ類型では「農業後継者不足」より

も，農業情勢の不透明感や米価の低迷等「農業の先行不安」

が大きな問題となっている。それらが解消されなければ，

後継者の確保はもとより，現状の農業生産維持さえも困難

となる可能性を示している。

4　ま　　と　　め

Ⅰ類型の中山間地域では．今後も農業・集落活動の停滞

が懸念される。そのため，「集落の担い手確保」が重要な

課題であり，①作業受託農家・組織の育成，複合への取り

組み等の農業振興，②安定した就労の場，③生活条件の改

善等が必要となる。そして，これらをふまえた中山間地域・

農業振興計画の策定が必要である。しかし，集落単位での

解決が困難な問題が多く，市町村等の広域な範囲での対応

が不可欠とな早。

Ⅰ類型に比べⅣ類型の担い手はまだ多い。しかし，現状

の農業生産の推移では，後継者不足等からⅠ類型と同じ方

向をとりつつある。連帯感の喪失もみられることから，農

業振興に加え．集落の連帯を強化する活動の活発化も要請

される。
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